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○検定試験日程表
○3級簿記講座
○巡回健康診断・日帰り人間ドック

○プロモーションは動画の時代 CM広告募集
　（㈱新日本通信）
○物流セミナー在庫の最適化への3つのステップ
　（㈱マテハンソフト）
○婚活をお考えの方&結婚をご希望の方へ
　（㈱アルフォサポート）
○美輪明宏ディナーショー2018
　（㈱ホテル東日本宇都宮）
○ヨコアンティマガジン
　（㈲ヨコ・アンティ）
○宇都宮市「暮らしの便利帳」の官民協働事業
　（㈱サイネックス 栃木支店）
○クレジットカード・電子マネー端末のご案内
　（イオンクレジットサービス㈱宇都宮営業所）

15 商工会議所共済制度
メンバーズパーク

18 商工会議所カレンダー
19 ふるさと歴史民俗散歩

21 あなたの粋なおもてなし
22 新商品・新サービス 合同プレス発表会

20 社是・社訓は企業の原点

23 インフォメーション

8 商工会議所かわら版

16

いよいよ
デスティネーション
キャンペーン
がスタート！
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宇都宮市の魅力を最大限に発信
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新企画
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当
所
で
は
３
月
26
日
（
月
）、
平
成
29
年
度
第

４
回
常
議
員
会
な
ら
び
に
通
常
議
員
総
会
を
開
催

し
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
な
ど
を

議
決
し
ま
し
た
。

　

政
府
は
、「
わ
が
国
経
済
は
、
海
外
経
済
の
回

復
が
続
く
も
と
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続

き
、
経
済
の
好
循
環
が
更
に
進
展
す
る
中
で
、
民

需
を
中
心
と
し
た
景
気
回
復
が
見
込
ま
れ
る
。
ま

た
、
物
価
に
つ
い
て
は
景
気
回
復
に
よ
り
、
需
給
が

引
き
締
ま
る
中
で
上
昇
し
、
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け

前
進
が
見
込
ま
れ
る
」
と
の
経
済
見
通
し
を
示
し

て
お
り
ま
す
。

　

県
内
経
済
も
、
足
元
で
は
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー

販
売
額
や
乗
用
車
販
売
が
前
年
を
上
回
る
な
ど
、

個
人
消
費
は
緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
生
産
活
動
も
持
ち
直
し
つ
つ
あ
り
、
雇
用

情
勢
は
改
善
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
人
手
不
足
や

中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
者
の
高
齢
化
、
地
方
経

済
の
疲
弊
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、日
本
商
工
会
議
所
で
は
「
人
手
不
足
の
克
服
」、

「
事
業
承
継
」、「
地
方
創
生
」
を
重
点
課
題
と
し

て
取
り
組
む
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
宇
都
宮
商
工
会
議

所
で
は
、「
企
業
活
力
の
強
化
」、「
地
域
経
済
の

活
性
化
」、「
政
策
提
言・組
織・財
政
基
盤
の
強
化
」

を
本
年
度
の
主
要
事
業
に
据
え
、
こ
れ
を
着
実
に

実
施
し
、
管
内
企
業
の
経
営
改
善
と
地
域
活
性
化

に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

※
赤
色
は
重
要
事
業
、
緑
色
は
新
規
事
業
で
す

　

地
域
経
済
の
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業
、
小
規
模

企
業
に
対
し
、
個
々
の
企
業
の
経
営
課
題
の
克
服

に
向
け
、
外
部
専
門
家
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に

よ
る
各
種
支
援
施
策
を
積
極
的
に
活
用
し
、
企
業

の
体
質
強
化
や
成
長
を
推
進
す
る
。

1 

経
営
発
達
支
援

　

創
業
、
販
路
開
拓
、
経
営
革
新
な
ど
の
事
業
計

画
の
策
定
か
ら
実
行
ま
で
を
伴
走
型
で
支
援
す
る

こ
と
で
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
を
図
る
。

① 

経
営
発
達
支
援
事
業
（
伴
走
型
小
規
模
事
業

者
支
援
推
進
事
業
）（
年
間
目
標
：
計
画
策

定
１
７
０
件
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
１
２
８
０
件
）

② 

「
Ｂ
Ｉ
Ｚ
ミ
ル
」
に
よ
る
事
業
計
画
策
定
支
援

事
業
（
年
間
目
標
：
支
援
件
数
60
件
以
上
）

③ 

小
規
模
特
定
課
題
対
応
経
営
相
談
事
業
（
年

間
目
標
：
相
談
件
数
80
件
）

2 

経
営
相
談
支
援
の
推
進

　

小
規
模
事
業
者
の
様
々
な
経
営
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
経
営
指
導
員
等
の
情
報
共
有
化
と
支
援

能
力
向
上
を
図
り
、
企
業
と
同
じ
目
線
で
課
題
解

決
を
支
援
す
る
。

① 

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談
事

業
（
年
間
目
標
：
巡
回
相
談
６
２
０
０
件
、

窓
口
相
談
２
５
５
０
件
）

② 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総

合
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：
専
門
家
派
遣
：

30
件
）

③ 

経
営
技
術
強
化
支
援
事
業
〔
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ

ン
ク
事
業
〕（
年
間
目
標
：
専
門
家
派
遣
：

80
件
）

④ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
振
興
委
員
制
度

⑤ 

税
務
指
導
事
業
〔
記
帳
代
行
、
記
帳
継
続
指

導
、
決
算
代
行
〕（
年
間
目
標
：
記
帳
代
行

10
件
、
記
帳
継
続
指
導
１
４
６
件
、
決
算
代

行
２
４
６
件
）

⑥ 

消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等
事
業
（
年
間

目
標
：
指
導
件
数
４
２
０
０
件
、
講
習
会
５

回
）

⑦ 

経
営
支
援
ガ
イ
ド
作
成
事
業

⑧ 

各
種
相
談
事
業
〔
税
務
相
談
、
納
税
相
談
、

知
的
財
産
権
相
談
、
法
律
相
談
、
不
動
産
鑑

定
相
談
〕
の
実
施
（
年
間
目
標
：
税
務
相
談

５
件
、
納
税
相
談
15
件
、
知
的
財
産
権
相
談

30
件
、
法
律
相
談
30
件
、
不
動
産
鑑
定
相
談

３
件
）

⑨ 

小
規
模
企
業
共
済
制
度
加
入
促
進
事
業
（
年

間
目
標
：
70
件
）

3 

創
業
支
援
体
制
の
強
化

　

創
業
ス
ク
ー
ル
の
開
催
や
各
種
支
援
施
策
を
活

用
し
て
、
創
業
及
び
新
分
野
進
出
等
を
支
援
し
、

創
業
者
輩
出
等
を
図
る
。

① 

創
業
ス
ク
ー
ル
事
業
（
年
間
目
標
：
参
加
30

人
）

② 

創
業
者
個
別
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：
創

業
3
件
、
相
談
50
件
、
交
流
会
1
回
）

③ 

宇
都
宮
餃
子
拡
大
事
業
（
年
間
目
標
：
新

規
出
店
２
件
）

4 

金
融
支
援
の
推
進

　

国
、
県
、
市
、
県
信
用
保
証
協
会
の
融
資
・
保

証
制
度
を
普
及
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
資
金
調
達
を
支
援
す
る
。

① 

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
事

業〔
マ
ル
経
融
資
〕（
年
間
目
標
：
推
薦
70
件
）

② 

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証
制
度
事
業
（
年
間

目
標
：
推
薦
書
交
付
10
件
）

③ 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
促
進
事
業
（
年

間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
１
回
）

5 

企
業
再
生
支
援
の
促
進

　

過
剰
債
務
等
に
よ
り
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い

る
中
小
企
業
に
対
し
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
再
生
、

倒
産
回
避
ま
た
は
円
滑
な
事
業
清
算
手
続
き
等

を
、
ま
た
後
継
者
不
在
等
の
中
小
企
業
に
対
し
、

円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す
る
。

① 

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
事
業

（
年
間
目
標
：
相
談
件
数
50
件
、
再
生
計
画

策
定
完
了
40
件
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
１
８
０
件
）

② 

栃
木
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
年

間
目
標
：
利
用
申
請
件
数
30
件
）

③ 

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業（
年

間
目
標
：
相
談
２
４
０
件
、
成
約
30
件
、
後

継
者
バ
ン
ク
登
録
10
件
）

　
・
プ
ッ
シ
ュ
型
事
業
承
継
支
援
強
化
事
業

④ 

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
加
入
促
進
事

業
（
年
間
目
標
：
加
入
10
件
）

6 

人
材
確
保
・
育
成
の
支
援
詳
細

　

各
種
講
習
会
、
研
修
会
、
検
定
試
験
等
を
実
施

し
、
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
を
支
援
す
る
。

① 

各
種
検
定
試
験
（
年
間
目
標
：
日
商
検
定

受
験
者
３
５
０
０
人
）

② 

宇
都
宮
珠
算
連
盟
の
支
援

③ 

新
入
社
員
講
習
会
事
業
（
年
間
目

標
：
受
講
者
50
人
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
会
30
人
）

④ 

３
級
簿
記
講
座
事
業（
年
間
目
標
：

受
講
者
50
人
）

⑤ 

県
内
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等

研
修
事
業

⑥ 

優
良
従
業
員
表
彰
（
年
間
目
標
：

事
業
所
数
65
件
、
従
業
員
数
２
５
５

人
）

⑦ 

女
性
の
活
躍
促
進
支
援
事
業
（
年

間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
開
催
４
回
）

特集1／平成30年度事業計画・収支予算

平成30年度事業収支予算
（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

合 計
12億5,644
万円

収入構成

支出構成

会計別予算構成

25.6 ％

36.8％
（46,278万円）

40.4 ％
（50,715万円）

19.2 ％
（24,084万円）

12.7 ％
（16,020万円）

31.2 ％
（39,144万円）

11.7 ％
（14,694万円）

2.8 ％
（3,480万円）

10.4％
（13,091万円）

4.5％
（5,686万円）

4.3％
（5,425万円）

3.2％
（4,000万円）

18.3 ％
（22,932万円）

33.2 ％
（41,757万円）

8.1 ％
（10,240万円）

（32,151万円）

8.2 ％
（10,325万円）

5.8 ％
（7,320万円）4.8 ％

（5,980万円）

18.8 ％
（23,590万円）

合 計
12億5,644
万円

合 計
12億5,624
万円

■会費　■事業収入　■補助金等　■負担金等
■繰入金　■繰越金

■事業費　■人件費　■管理費等　■繰出金

■一般会計　■中小企業相談所特別会計
■特定退職金共済制度特別会計

■各種事業特別会計　■まちづくり特別会計　
■中小企業再生支援協議会特別会計
■経営改善支援センター特別会計
■事業引継ぎ支援センター特別会計
■プッシュ型事業承継支援特別会計

　宇都宮商工会議所の平成30年度事業計画および収支予算が決定しました。
新しい年度も、地域経済の活性化に力を注いでまいります。よろしくお願いします。

宇都宮商工会議所の

平成30年度事業計画と収支予算

特集01
平成30年度
事業計画・収支予算

「
企
業
活
力
の
強
化
」
、

「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
、

「
政
策
提
言・組
織・財
政
基
盤
の
強
化
」

基
本
方
針

主
要
事
業

１ 

企
業
活
力
の
強
化



5 April 2018 4

⑧ 
経
営
指
導
員
等
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
能
力
向
上
事
業

7 

情
報
活
用
支
援
の
推
進

　

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
事
例
の
提
供
や
企

業
内
情
報
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
、
企
業
の

情
報
化
推
進
を
支
援
す
る
。

① 

Ｉ
Ｔ
活
用
・
集
積
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：

セ
ミ
ナ
ー
50
人
）

② 

支
援
体
制
強
化
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
整
備

事
業
〔
日
経
テ
レ
コ
ン
21
等
〕

8 

環
境
・
福
祉
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進

　

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築
に

向
け
た
企
業
経
営
の
普
及
と
認
証
取
得
を
推
進
す

る
。

① 

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
・
登
録
制
度
（
年
間

目
標
：
新
規
登
録
10
件
、
更
新
登
録
50
件
）

② 

Ｅ
Ｃ
Ｏ
う
つ
の
み
や
21
〔
旧
：
事
業
所
版
環

境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
定
制
度
〕（
年
間
目
標
：
新
規

登
録
５
件
、
中
間
・
更
新
登
録
26
件
）

③ 

環
境
に
や
さ
し
い
優
良
企
業
認
定
制
度
（
年

間
目
標
：
新
規
登
録
５
件
）

④ 

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
受
託
事
業

⑤ 

汚
染
負
荷
量
賦
課
金
申
告
・
納
付
業
務
受
託

事
業
（
年
間
目
標
：
期
限
内
申
告
・
納
付
）

9 

福
利
厚
生
・
リ
ス
ク
対
策
の
促
進

　

各
種
共
済
制
度
の
加
入
を
推
進
し
、
安
定
し
た

制
度
と
し
て
会
員
企
業
の
福
利
厚
生
・
リ
ス
ク
対

策
を
支
援
す
る
。

① 

会
員
事
業
所
共
済
の
運
営
Ｎ
ｏ
．１
〔
普
通
共

済
（
ふ
れ
あ
い
共
済
）〕

② 

会
員
事
業
所
共
済
の
運
営
Ｎ
ｏ
．２
〔
総
合
保

険
、
年
払
保
険
等
〕（
年
間
目
標
：
ベ
ス
ト
ウ

イ
ズ
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
目
標
保
険
料
達
成
）

③ 

会
員
事
業
所
共
済
の
運
営
Ｎｏ
．３〔
大
型
共
済
、

個
人
年
金
等
〕

④ 

そ
の
他
の
保
険
・
共
済
制
度
の
加
入
推
進
〔
業

務
災
害
補
償
プ
ラ
ン
、ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
等
〕

⑤ 

特
定
退
職
金
共
済
制
度
の
運
営（
年
間
目
標
：

加
入
事
業
所
総
数
４
０
０
件
）

⑥ 

普
通
共
済
（
ふ
れ
あ
い
共
済
）
福
祉
・
還
元
事

業
（
年
間
目
標
：
健
康
診
断
等
６
８
０
人
）

⑦ 

栃
木
県
火
災
共
済
制
度
の
普
及（
年
間
目
標
：

新
規
10
件
、
保
有
件
数
１
９
０
件
）

⑧ 

事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策
定
支
援
事
業（
年

間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
開
催
1
回
、
専
門
家

派
遣
）

⑨　
健
康
経
営
推
進
事
業
（
年
間
目
標
：
情
報

提
供
等
）

　

中
心
市
街
地
活
性
化
や
商
店
街
活
動
への
支
援
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

へ
の
対
応
、
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
、
観
光
交

流
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
広
域
連
携
等
を

支
援
し
、
消
費
の
拡
大
と
地
域
商
業
の
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
産
学
官
連
携・農
商
工
連
携
に
よ
る
、

新
し
い
も
の
づ
く
り
を
支
援
し
地
域
産
業
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
は
、
正
規
雇
用
・

女
性
の
職
場
定
着
等
、
企
業
の
労
働
力
確
保
を
支

援
し
企
業
活
力
の
向
上
を
図
る
。

1 

地
域
商
業
の
振
興
促
進

　

集
客
力
の
向
上
と
賑
わ
い
創
出
（
ハ
ー
ド
事
業
・

ソ
フ
ト
事
業
・
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
）
を
支
援
し
、
中

心
市
街
地
及
び
各
地
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
。

① 

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
（
年
間
目

標
：
30
店
舗
）

② 

宮
の
市
（
商
業
祭
）（
年
間
目
標
：
感
謝
セ
ー

ル
実
施
80
店
）

③ 

宇
都
宮
市
商
店
街
連
盟
へ
の
支
援

④ 

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
〝
ま
ち
ゼ
ミ
〟
事

業
（
年
間
目
標
：
参
加
店
80
店
舗
、
講
座

数
１
６
０
講
座
、
参
加
人
数
１
４
４
０
人
）

⑤ 

栃
木
県
ま
ち
ゼ
ミ
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
宇
都
宮
（
年

間
目
標
：
参
加
者
数
１
０
０
人
）

⑥ 

消
費
喚
起
支
援
事
業
〔
ま
ち
ゼ
ミ
ク
ー
ポ
ン
発

行
等
事
業
〕（
年
間
目
標
：
参
加
40
店
舗
）

⑦ 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
推
進
へ
の
協
力
〔
栃
木
県
Ｌ
Ｒ
Ｔ

研
究
会
等
〕

⑧ 

産
業
経
営
改
善
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：

研
修
会
2
回
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
５
回
）

⑨ 

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
（
商
店
街
通
行
量・

来
街
者
実
態
調
査
）

⑩ 

中
心
市
街
地
広
域
ソ
フ
ト
支
援
事
業

⑪ 

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
への
支
援

⑫ 

地
域
実
態
調
査

⑬ 

宇
都
宮
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
へ
の

参
画

⑭ 

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
へ
の
支
援
（
年
間
目
標
：

協
賛
３
３
０
件
、
協
賛
金
６
４
０
万
円
）

⑮ 
宇
都
宮
市
お
も
て
な
し
推
進
委
員
会
への
支
援

⑯ 

観
光
イ
ベ
ン
ト
推
進
事
業
（
フェス
タ
ｉｎ
大
谷
、

宇
都
宮
餃
子
祭
り
、
二
荒
山
神
社
渡
御
祭
礼
、

掬
粋
会
へ
の
支
援
）

2 

観
光
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

　

観
光
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地
域
資
源
の
ブ

ラ
ン
ド
力
強
化
に
努
め
、
集
客
交
流
を
促
進
す
る
。

①  

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
支
援

②  

ミ
ヤ・ジ
ャ
ズ
推
進
協
議
会
支
援
事
業
〔
ミ
ヤ・

ジ
ャ
ズ
イ
ン
開
催
〕（
年
間
目
標
：
協
賛
90
件・

協
賛
金
３
０
０
万
円
、
出
演
ア
マ
チ
ュア
バ
ン
ド

90
組
）

③ 

栃
木
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進

事
業

④  

ア
ー
ト
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
事
業

⑤  

大
谷
地
区
観
光
促
進
支
援
事
業

3 

も
の
づ
く
り
・
販
路
拡
大
の
支
援

　

地
域
企
業
が
持
つ
力
を
宇
都
宮
の
地
域
特
性
と

組
み
合
わ
せ
、
特
色
あ
る
も
の
づ
く
り
を
支
援
し
、

地
域
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
推
進
す
る
。

① 

農
商
工
連
携
推
進
事
業
〔
イ
チ
ゴ
等
特
産
品
の

活
用
、
う
つ
の
み
や
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
等
〕（
年
間
目
標
：
新
規
採
択
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
10
件
）

② 

新
名
産
品
開
発
事
業〔
宇
都
宮
雷
都
物
語
〕（
年

間
目
標
：
売
上
９
０
０
０
万
円
、
新
商
品
開

発
1
件
、
販
促
イ
ベ
ン
ト
５
回
以
上
、
手
づ

く
り
教
室
：
一
般
５
講
座
以
上
・
学
校
８
校

以
上
））

③  

工
業
団
地
役
員
と
の
交
流
会

④ 

う
つ
の
み
や
次
世
代
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
会
議

⑤ 

中
小
企
業
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
（
年
間
目

標
：
海
外
市
場
進
出
支
援
５
件
、
ジ
ェ
ト
ロ

斡
旋
５
件
）

⑥ 

宇
都
宮
ゑ
び
す
市
事
業
（
年
間
目
標
：
参
加

企
業
10
社
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
３
回
）

⑦  

も
の
づ
く
り
支
援
事
業

⑧ 

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ルへの
運
営
参
加
（
年
間
目

標
：
新
規
登
録
企
業
15
件
）

⑨ 

ザ
・
商
談
！
し
・ご・
と
発
掘
市
（
年
間
目
標
：

発
注
企
業
登
録
１
社
、
受
注
希
望
企
業
エ
ン
ト

リ
ー
５
社
）

⑩ 

食
品
業
界
交
流
会
事
業

⑪ 

異
業
種
交
流
事
業
〔
み
や
み
ら
い
21
、
宇
都

宮
創
游
倶
楽
部
〕
への
支
援

⑫ 

貿
易
関
係
証
明
等
発
給
事
業

⑬ 

Ｇ
Ｓ
Ｉ
（
旧
Ｊ
Ａ
Ｎ
）
コ
ー
ド
推
進
事
業
（
年

間
目
標
：
取
扱
件
数
40
件
）

4 

ひ
と
づ
く
り
支
援
の
推
進

　

企
業
活
力
の
強
化
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推

進
す
る
た
め
、
そ
の
基
盤
と
な
る
経
営
者
等
の
育

成
を
支
援
す
る
。

① 

青
年
部
事
業
の
支
援

② 

女
性
部
事
業
の
支
援

5 

雇
用
の
促
進
支
援

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
職
業
訓
練
機
会
の

提
供
や
、
女
性
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
が
自
己

の
能
力
を
活
か
し
な
が
ら
継
続
就
業
で
き
る
職
場

環
境
づ
く
り
へ
の
支
援
等
を
行
い
、
中
小
・
小
規
模

企
業
の
常
用
雇
用
を
促
進
す
る
。

①  

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
推
進
事
業
〔
栃
木
県
地

域
ジ
ョ
ブ・
カ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
〕（
年
間
目
標
：

普
及
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
３
８
０
社
、
訓
練
実
施

計
画
確
認
60
コ
ー
ス
、
企
業
向
け
説
明
会
２

回
）

②  

障
が
い
者
・
高
齢
者
の
雇
用
促
進
事
業

③ 

労
働
保
険
事
務
指
導
事
業
〔
労
働
保
険
事
務

組
合
等
〕（
年
間
目
標
：
受
託
３
１
０
社
、

事
業
場
４
７
０
件
、
雇
用
保
険
被
保
険
者

１
６
０
０
人
以
上
）

④ 

女
性
の
活
躍
促
進
支
援
事
業
〔
再
掲
〕（
年
間

目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
４
回
）

　

国
・
県
・
市
等
の
政
策
に
会
員
や
地
域
か
ら
の

意
見
・
要
望
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
地
域

経
済
の
先
導
者
と
し
て
、
積
極
的
な
政
策
提
言
活

動
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
事
業
運
営
の
安
定
を
図

る
た
め
、
会
員
組
織
の
拡
大
と
財
政
基
盤
の
強
化

に
努
め
る
。

1 

組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

　

地
域
及
び
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
景
気
対

策
、
中
小
企
業
対
策
、
公
共
交
通
の
充
実
、
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
等
に
つい
て
建
議
・
要
望
活
動
を
積

極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
会
員
組
織
の
拡
大

と
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

① 

政
策
提
言
事
業
（
国
・
県
・
市
へ
の
建
議
・
要

望
活
動
）

② 

会
員
管
理
・
加
入
促
進
事
業
（
年
間
目
標
：

組
織
率
31
・
５
％
、
会
員
巡
回
８
０
０
件
）

③ 

役
員
議
員
活
動
の
充
実

④ 

部
会
・
委
員
会
活
動
の
充
実

⑤ 

職
員
能
力
強
化
事
業
（
職
員
研
修
体
系
の
整

備
）

2 

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

　

会
員
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
に

努
め
る
。

①  

会
員
大
会
（
隔
年
実
施
）

②  

新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
記
者
発
表
会
（
年

間
目
標
：
10
社
）

③ 

優
良
従
業
員
表
彰
〔
再
掲
〕（
年
間
目
標
：

事
業
所
数
65
件
、
従
業
員
数
２
５
５
人
）

④ 

会
員
企
業
顕
彰
制
度

⑤ 

会
員
企
業
チ
ラ
シ
・
カ
タ
ロ
グ
等
展
示
コ
ー
ナ
ー

（
年
間
目
標
：
１
２
０
件
）

⑥ 

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
手
帳
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
発
刊

3 

広
報
広
聴
活
動
の
充
実

　

会
員
企
業
へ
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
、
会
報
並
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
及
び
各

種
調
査
結
果
の
発
信
と
有
効
活
用
を
図
る
。

①  

会
報
「
天
地
人
」
の
発
行
（
部
数
８
０
０
０
部
、

毎
月
10
日
発
行
、
年
12
回
）

② 

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「ｅ-

天
地
人
」
の
配
信
サ
ー

ビ
ス
（
年
間
目
標
：
新
規
登
録
１
０
０
件
）

③ 

地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
う
つ
の
み
や
マ
ッ
プ
」

か
ら
の
情
報
発
信

④ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
（
年
間
目
標
：
ア

ク
セ
ス
１
８
５
０
０
０
件
）

⑤ 

情
報
機
器
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
設
備
等
の
管
理
・

保
守

⑥ 

デ
ー
タ
マッ
プ
（
統
計
で
み
る
宇
都
宮
）
発
行

事
業
（
年
間
目
標
：
６
５
０
０
部
）

⑦ 

県
内
商
工
会
議
所
統
一
パ
ン
フ
レッ
ト
作
成
事
業

（
年
間
目
標
：
１
７
０
０
部
）

⑧ 

中
小
企
業
景
況
調
査
事
業
（
年
間
目
標
：

回
収
率
１
０
０
％
）

⑨ 

商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測
調
査
（
Ｌ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
調
査
）
事
業
（
年
間
目
標
：
回
収
率

１
０
０
％
）

⑩  

貴
重
資
料
の
保
存
管
理

特集1／平成30年度事業計画・収支予算

職員の人事異動
（平成30年4月1日付）

（前　総務部次長　主幹）

●総務部次長　副参事

野沢　恭久

（前　地域振興部次長代理　副主幹）

●地域振興部次長　主幹

長谷　　眞

（前　経営支援部　主幹）

●地域振興部　主幹

濱﨑　常明

（前　総務部　主任主事）

●総務部　主査

髙野　仁美

（前　地域振興部　主事）

●経営支援部　主事

岡﨑　　慧

（前　経営支援部　主事）

●地域振興部　主事

石川　卓馬

（前　総務部　主事）

●地域振興部　主事

佐藤　恵美

（前　地域振興部　主事）

●経営支援部　主事

斎藤　那菜

（新規採用）

●総務部　主事

吉川　早紀

（新規採用）

●総務部　主事

長岡　倫太郎

2 

地
域
経
済
の
活
性
化

3 

政
策
提
言・組
織・財
政
基
盤
の
強
化
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４
月
１
日
、い
よ
い
よ
栃
木
県
を
舞
台
と
し
た「
本
物
の
出
会
い 

栃
木
」デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。オ
ー
ル
宇
都
宮
体
制
で
準
備
し
て
き
た「
宇
都
宮
市
Ｄ
Ｃ
推
進
委
員

会
」の
檜
原
貞
亮
委
員
長
に
、今
回
の
Ｄ
Ｃ
の
意
義
や
主
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ス
タ
ー
ト
！

宇
都
宮
市
の
魅
力
を
最
大
限
に
発
信

　
　

 

オ
ー
ル
宇
都
宮
体
制
で

　
　

 

準
備
を
し
て
き
た
Ｄ
Ｃ

　

栃
木
県
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
、

「
本
物
の
出
会
い 

栃
木
」
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
が
、
い
よ
い
よ
４
月
１
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
６
月
30
日
ま
で
、

駅
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
テ
レ
ビ
C
M
な
ど
で
栃

木
が
宣
伝
さ
れ
る
と
と
も
に
、
県
内
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
特
別
企
画
が
開
催
さ
れ
、
栃
木
県
全
体
が

お
客
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
で
も
平
成
28
年
９
月
に
、
私
ど
も

「
宇
都
宮
市
Ｄ
Ｃ
推
進
委
員
会
」
が
発
足
し
ま
し

た
。
行
政
だ
け
で
な
く
宇
都
宮
商
工
会
議
所
な
ど

経
済
団
体
や
業
界
団
体
、
観
光
や
交
通
に
関
わ
る

業
者
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
オ
ー
ル
宇
都
宮
体
制
の
委
員

会
で
す
。
Ｄ
Ｃ
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
準
備
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
の
来
街
者
の
目
的
を
調
査
す
る
と
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
東
京
か

ら
新
幹
線
で
１
時
間
と
い
う
地
の
利
の
良
さ
が
あ

る
宇
都
宮
市
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
目
的
を
果
た

す
と
宿
泊
せ
ず
に
帰
っ
て
し
ま
う
方
も
い
る
よ
う

で
す
。
そ
う
し
た
方
々
に
も
、
宇
都
宮
市
の
魅
力

を
知
って
い
た
だ
き
、
日
帰
り
で
は
な
く
宿
泊
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
休
日
に
あ
ら
た
め
て
訪
れ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
資
源
だ
け
で
な
く
、

ジ
ャ
ズ
や
カ
ク
テ
ル
な
ど
夜
の
宇
都
宮
を
代
表
す
る

コ
ン
テ
ン
ツ
も
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
幅
広
い
魅
力

発
信
を
心
が
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
前
で
ウ
ェル
カ
ム
フ
ラ

ワ
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、
宇
都
宮
市
民
が
一
体
と

な
っ
た
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
伝
え
る
た
め
の

企
画
も
行
って
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｃ
本
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
事
業
者
の
方
々

も
積
極
的
に
企
画
に
関
わ
って
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
Ｄ
Ｃ
の
大
き
な
魅
力
の 

一

つ
で
し
ょ
う
。

　
　

 

よ
り
深
く
、
よ
り
広
く

　
　

 

宇
都
宮
を
知
る
企
画
が
目
白
押
し

　

Ｄ
Ｃ
期
間
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
の
中
か
ら
、

私
ど
も
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
準
備
し
て
き
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 『
ナ
イ
シ
ョ
の
宇
都
宮
』

　

４
月
を
前
に
、
宇
都
宮
市
の
Ｄ
Ｃ
の
取
組
な
ど

を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
ナ
イ
シ
ョの
宇
都
宮
』

を
作
成
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
に
あ
る
観
光
案
内
所

な
ど
市
内
各
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｃ
が
30

〜
40
代
女
性
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
女
性
に
強
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
「
宇
都
宮
市
の
デ
ィ
ー
プ
な

魅
力
発
信
」「
女
性
が
楽
し
め
る
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

 

宇
都
宮
「
餃
・
ジ
ャ
・
カ
」
チ
ケ
ッ
ト

　

宇
都
宮
市
の
代
名
詞
「
餃
子
」「
ジ
ャ
ズ
」「
カ

ク
テ
ル
」
を
お
得
に
楽
し
め
る
共
通
チ
ケ
ッ
ト
「
宇

都
宮
『
餃
・
ジ
ャ
・
カ
』
チ
ケ
ッ
ト
」
が
、
市
内
ホ

テ
ル
・
旅
館
な
ど
41
店
舗
で
、
同
施
設
宿
泊
者
を

対
象
に
３
月
１
日
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
餃

子
店
、
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
カ
ク
テ
ル
バ
ー
で
使

う
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
、
１
冊
２
０
０
０
円
で

２
３
０
０
円
分
の
チ
ケ
ッ
ト
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

使
え
る
店
舗
数
は
、
合
わ
せ
て
85
店
舗
で
す
か
ら
、

市
内
中
心
部
の
有
名
店
は
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
ま
す
。

 

期
間
限
定
カ
ク
テ
ル

　

Ｄ
Ｃ
を
記
念
し
て
、
期
間
限
定
の
カ
ク
テ
ル
を

宇
都
宮
カ
ク
テ
ル
倶
楽
部
加
盟
店
で
販
売
し
て
い

ま
す（
４
月
上
旬
〜
５
月
上
旬
）。「
と
ち
お
と
め
」

と
共
に
栃
木
を
代
表
す
る
イ
チ
ゴ
の
品
種
「
ス
カ

イ
ベ
リ
ー
」
を
使
い
、
そ
の
お
い
し
さ
を
フ
ル
に
引

き
出
し
た
、
酔
い
心
地
も
最
高
の
カ
ク
テ
ル
で
す
。

５
月
13
日
（
日
）
に
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
で
開
催
さ

れ
る
「
宇
都
宮
カ
ク
テ
ル
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
１
８
」

で
も
お
飲
み
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

 

ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
ー
デ
ン

　

石
の
里
・
大
谷
に
期
間
限
定
の
テ
ラ
ス
が
で
き

ま
し
た
。
現
在
は
石
材
置
場
と
な
っ
て
い
る
旧
加

工
場
を
お
借
り
し
た
「
石
切
テ
ラ
ス
」
で
す
。
テ

ラ
ス
か
ら
は
戸
室
山
や
田
園
風
景
な
ど
が
望
め
、

大
谷
石
に
座
り
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
お
過
ご
し

い
た
だ
け
ま
す
。
大
谷
観
音
線
沿
い
に
あ
り
ま
す

の
で
、
散
歩
し
な
が
ら
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
大
谷

　

４
月
１
日
（
日
）
か
ら
5
月
13
日
（
日
）
の
夕

方
６
時
か
ら
9
時
に
、
大
谷
景
観
公
園
周
辺
の
岩

肌
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
幻
想
的
な
光
景
を
創

り
出
し
ま
す
。
ふ
だ
ん
観
る
こ
と
の
で
き
な
い
夜

の
大
谷
の
魅
力
を
、
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

宮
の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
フ
ェ
ス

　

５
月
11
日
（
金
）
〜
13
日
（
日
）
の
３
日
間
、

バ
ン
バ
広
場
で
地
酒
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
、
そ
れ
に

餃
子
が
大
集
合
し
た
「
宮
の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
フェス
」
を

開
催
し
ま
す
。
国
際
コ
ン
ペ
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）
で
金
賞

を
受
賞
し
た
日
本
酒
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
フ
レ
ー
バ

ー
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
、
そ
し
て
宇
都
宮
餃
子
®

が 

一
堂
に
会
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
た
当
日
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー
ル
仕
込
権
や
Ｄ
Ｃ
限
定
ア
イ
テ
ム

な
ど
が
当
た
る
大
抽
選
会
も
実
施
し
ま
す
。
参

加
資
格
な
ど
は
『
ナ
イ
シ
ョ
の
宇
都
宮
』
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 

う
つ
の
み
や
の
あ
さ
ご
は
ん
フ
ェ
ア

　

Ｄ
Ｃ
期
間
中
に
市
内
の
「
う
つ
の
み
や
地
産
地

消
推
進
店
」
の
ホ
テ
ル
7
施
設
で
、
宇
都
宮
産
の

農
産
物
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
朝
食
メ
ニュ
ー
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
宿
泊
施
設
ご
と
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
メ
ニュ
ー
で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
宿
泊

施
設
の
「
朝
食
」
を
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
比

べ
て
、
よ
り
広
く
・
よ
り
深
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
ご
紹
介
し
た
も
の
以
外
に
も
、
数
多
く
の

魅
力
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
『
魅
惑
の
宇
都
宮
』
を
楽
し

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

宇
都
宮
市
民
で
も
地
元
の
魅
力
は
案
外
知
ら

な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
私
も
委
員
長
に
な

っ
た
こ
と
で
、
改
め
て
「
宇
都
宮
は
こ
ん
な
に
魅

力
の
多
い
街
だ
っ
た
の
か
」
と
驚
き
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
、
Ｄ
Ｃ
を
契
機
に
ぜ
ひ
地
元
の

す
ば
ら
し
さ
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　当所では、デスティネーション
キャンペーンを一つのきっかけと
し、皆さまが実施するサービス等
の販売促進につなげていただくた
め、統一の販売促進ツール（販
促ポスター）を作成しました。
　当所ホームページからダウンロー
ドできますので、ぜひご活用くださ
い（使用申請は不要）。

デスティネーション
キャンペーン

販促ポスター（B4版）を
ぜひご活用ください ！

02
特集

宇都宮市のＤＣ

特集 2 いよいよデスティネーションキャンペーンがスタート！

問合せ

宇都宮市経済部
観光交流課

観光企画グループ
☎028-632-2436

宇都宮市ＤＣ推進委員会

檜原  貞亮 委員長

（宇都宮観光コンベンション協会
常任理事・当所常務理事）

DC期間限定
スカイベリーカクテル　
※イメージ

委員会が発行した
『ナイショの宇都宮』

大谷の景観も
ＤＣの目玉のひとつ
（写真は大谷景観公園）

宇都宮の魅力のひとつ
「ジャズ」

宇都宮を代表する食
「餃子」

宇都宮「餃・ジャ・カ」
チケット

http://www.u-cci.or.jp



お問い合わせ　宇都宮商工会議所　経営支援部  ☎028-637-3131 

■対象となる取り組みの例
・新たな顧客層の取り込みを狙い、チラシを作成・配布
・幅広い年代層の集客を図るための店舗のユニバーサルデザイン化
・新たな販路を求め、国内外の展示会への出展
・新たな市場を狙って商品パッケージのデザインを一新
■公募要領・申請様式は宇都宮商工会議所ホームページをご覧ください。
http://www.u-cci.or.jp/finance/subsidy_jizokukahojokin/
■補助金の採択には一定の審査があります。

経営計画に基づいて実施する販路開拓等の取り組みに対し５０万円を上限に補助金（補助率２／３）が
出ます。計画の作成や販路開拓の実施の際、商工会議所の指導・助言を受けられます。

卸売業・小売業

サービス業（宿泊業・娯楽業以外）

サービス業のうち宿泊業・娯楽業

製造業その他

対象業種 常時使用する従業員

５人以下

５人以下

２０人以下

２０人以下

補助対象者：小規模事業者

小規模事業者

持続化
補助金
相談受付中！相談受付中！

89 April 2018

新
入
会
員
の
紹
介

　

平
成
29
年
11
月
7
日
〜
平
成
30
年
2
月
28
日
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成29年11月7日～平成30年2月28日加入分（順不同・敬称略）  　　　　　　　※公開不可の個人事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目

エーオー技研 宇都宮市上金井町783－1 　　- 建設（住宅設備工事）

㈱ネールドホーム 宇都宮市陽南2－12－19 028-680-4850 不動産（賃貸物件、土地買取）

㈱イタリアンレストラン  アチェーロ 宇都宮市下戸祭1－10－3 パレスドルミネ1階 028-623-7600 飲食（イタリア料理）

㈲とちぎフレーベル 宇都宮市下栗町1－25－13 028-633-6014 小売（幼児教材）

㈱CPS 宇都宮市緑町2－37－5 028-645-2100 建設（電気通信工事）

㈱HIROKI 宇都宮市下栗町635-45 　　- 建設（外構工事）

FKU建設㈱ 宇都宮市簗瀬町1929－1 028-678-2847 建設（屋根工事）

㈱三和住宅宇都宮東支店 宇都宮市下栗町2917－16 028-614-3030 不動産（賃貸物件、貸店舗等）

ミートショップワタナベ 宇都宮市鶴田町2559－2 028-633-9013 小売（精肉、惣菜、弁当）

アイエイチプランニング㈱ 宇都宮市下平出町186 028-666-4066 サービス（ドローンによる映像製作）

English School 英語のたまご 宇都宮市豊郷台3-9-4 028-678-8745 学習塾（英会話塾）

厚麗堂薬局 宇都宮市今泉新町213 028-680-5881 小売（漢方薬）

㈱CrowLab 宇都宮市中央3-1-4 栃木県産業会館3階 宇都宮ベンチャーズ3号室 028-614-3690 専門サービス（コンサルティング）

㈱渡邉工業 宇都宮市東宿郷2-6-11 エミネントS･T302 028-689-8515 建設（建築工事）

㈱オキセ宇都宮営業所 宇都宮市東町19－13 028-612-2682 卸売（ＯＡ機器販売）

㈱ワカヤマファーム 宇都宮市宝木本町2018 028-665-1417 小売（竹、たけのこ）

㈱officeリ・ボーン 宇都宮市南大通り1－4－22 090-2748-2508 不動産（貸ビル、土地売買）

㈱割谷総業 宇都宮市江曽島2－2295－27 080-8809-1200 サービス（産業廃棄物収集運搬）

タジマ 宇都宮市泉が丘1－17－43 コートアベニュー泉が丘106 028-662-3148 不動産（貸店舗）

㈲925ハウス 宇都宮市伝馬町2－24 028-634-8588 小売（アクセサリー）

㈱唐金カンパニー 宇都宮市西川田本町2－6－18 　　- サービス（食品梱包デザイン）

マテリアクレープ オリオン通り店 宇都宮市江野町7－8 　　- 小売（クレープ）

大谷資料館 宇都宮市大谷町909 028-652-1232 サービス（大谷石採掘場跡地を利用した資料展示等）

㈱ドラワッタエンタープライス 宇都宮市下岡本町3781－14 090-5825-4602 卸売（パワーショベル、中古自動車）

㈱コーポレートアカデミー 宇都宮市峰2-2-1 028-651-1500 専門サービス（コンサルティング）

中村 宇都宮市東塙田1－3－5 028-348-2162 飲食（日本料理）

ザ．餃子のキャロル 宇都宮市宮町2－18 028-621-9700 飲食（餃子、ラーメン）

㈱ムロコーポレーション 清原本社工場 宇都宮市清原工業団地7－1 028-667-7121 製造（輸送用機械器具）

㈱MOIZ AUTOS．CO． 宇都宮市板戸町2525－2 028-307-2193 卸売（中古自動車、バイク）

㈲アライ 宇都宮市花房2－9－33 028-638-4631 サービス（デイサービス）

レイス治療院宇都宮 宇都宮市本丸町1-30 宇都宮第三チサンマンション607号室 028-678-2673 サービス（訪問医療マッサージ）

Signマツモト 宇都宮市瑞穂1－15－7 028-656-2811 製造（看板製作、設置）

㈲ウィンダム 宇都宮市三番町1－4 リブポート宇都宮311 028-348-3551 製造（成水器）

㈱Farm大越 宇都宮市羽牛田町115 028-678-9247 卸売（イチゴ、アスパラ、米）

第
２
回
臨
時
総
会
・

３
月
祝
卒
業
あ
り
が
と
う
例
会
を
開
催

青
年
部
だ
よ
り

　

平
成
29
年
度
第
２
回
臨
時
総
会
を

３
月
16
日（
金
）、
市
内
レ
ス
ト
ラ
ン

で
開
催
し
、
平
成
30
年
度
の
役
員
に

つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
は
坂
本
会
長
ほ
か
22
人

で
役
員
を
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
平
成
30
年
度
役
員
〉

◎
会
長	

坂
本　

英
典

◎
直
前
会
長	

檜
山　

昌
彦

◎
副
会
長	

神
宮　

祥
臣

	

髙
橋　

裕
樹	

　
　

	
	

髙
松　

智
之

	

齋
藤　

健
吾

◎
運
営
専
務	

福
田　

寛
幸 　

◎
理
事
14
人
、
監
事
２
人

　

ま
た
、
臨
時
総
会
終
了
後
に
は
３

月
祝
卒
業
あ
り
が
と
う
例
会
を
開
催

し
、
平
成
29
年
度
青
年
部
を
率
い
た

坂
本
会
長
の
総
括
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ

れ
、
１
年
を
振
り
返
り
、
す
べ
て
の

メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
青
年
部
活

動
や
事
業
を
通
じ
て
学
び
合
っ
た
時

間
を
語
り
、
さ
ら
な
る
飛
躍
と
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
29
年
度
を
も
っ
て

卒
業
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
第
５

期
う
つ
の
み
や
親
善
大
使
に
記
念
品

を
贈
呈
し
、
青
年
部
で
の
思
い
出
と

メ
ン
バ
ー
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
、
今
ま
で
の
活
動
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。

（
運
営
専
務　

髙
橋　

裕
樹
）

「
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た

女
性
部
だ
よ
り

　

お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
「
ハ
ー
ト

＆
ハ
ー
ト
の
集
い
」を
、
３
月
11
日

（
日
）、
宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。
男
性
14
人
、
女
性

16
人
の
参
加
が
あ
り
、
女
性
部
会
員

た
ち
は
、
赤
い
ス
カ
ー
フ
を
ト
レ
ー

ド
マ
ー
ク
に
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

パ
ー
テ
ィ
ー
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
女
性
部
会
員
の
司
会
進

行
の
も
と
、
異
性
の
参
加
者
全
員
と

話
せ
る
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
を
設
け
る

と
い
っ
た
工
夫
を
し
て
、
和
や
か
に

交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
リ
ー
タ
イ
ム
で
は
、
ホ
テ
ル
自
慢

の
中
庭
を
散
策
し
て
い
た
だ
き
、
女

性
部
会
員
が
参
加
者
に
対
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
２
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
実
施
し
た
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
が
良
か
っ
た
」「
ス
タ
ッ
フ

の
気
遣
い
が
良
か
っ
た
」と
の
声
が

聞
か
れ
、
多
く
の
方
に
良
い
パ
ー

テ
ィ
ー
だ
っ
た
と
回
答
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

当
女
性
部
で
は
、
今
回
の
内
容
を

踏
ま
え
つ
つ
、
来
年
度
以
降
、
さ
ら

に
趣
向
を
凝
ら
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
会
長　

福
田　

泰
子
）

赤いスカーフをスタッフ証にいたしました

３月祝卒業ありがとう例会に参加したメンバーおよび第５期うつのみや親善大使
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宇
都
宮
市
へ
の
要
望
に
対
す
る
回
答

　

当
所
で
は
、
平
成
29
年
10
月
17
日

（
火
）に
宇
都
宮
市
長
お
よ
び
市
議

会
議
長
あ
て
に「
平
成
30
年
度
予
算

化
お
よ
び
措
置
要
望
」を
提
出
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
平
成
30
年
２

月
16
日（
金
）に
宇
都
宮
市
か
ら
回

答
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。

　

な
お
、
分
量
が
多
い
た
め
、
回

答
の
一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

全
文
に
つ
い
て
は
、
当
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご

努
め
る
な
ど
、
大
谷
地
域
に
あ
る

空
き
家
等
へ
の
出
店
促
進
に
取
り

組
み
、
引
き
続
き
大
谷
地
域
の
商

工
業
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

②（
仮
称
）
大
谷
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
市
の「
観
光
拠
点
」と「
都
市
拠

点
」を
結
ぶ
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ

る
大
谷
街
道
と
高
速
道
路
と
の
交

差
部
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
各
拠
点
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
る
中
心
市

街
地
の
活
性
化
や
観
光
振
興
、
防

災
機
能
の
強
化
が
図
れ
る
な
ど
、

本
市
の
目
指
す
姿
で
あ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実

現
に
極
め
て
重
要
な
施
設
で
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
概
略
ル
ー
ト
等
に
つ
い
て
地

元
へ
の
説
明
会
の
開
催
や
現
地
測

量
等
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
現
在
は
、
詳
細
な
設
計
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
引
き
続
き
事
業
を

推
進
し
、
大
谷
地
区
へ
の
観
光
振

興
な
ど
、
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
円
滑
で
機
能
的
な
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

3  

一
億
総
活
躍
社
会
の

　
　実
現
に
つ
い
て（
拡
充
）

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
伴

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.u

-cci.o
r.jp

/
kaigisyo/seisakuteigen/

◎
企
業
活
力
の
強
化
に
つ
い
て

1 
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

 

　
振
興
に
つ
い
て（
新
規
）

　

市
内
事
業
者
の
99
％
を
占
め
る

中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
、
そ
の
経

済
活
動
に
よ
り
産
業
の
中
核
と
し
て

雇
用
を
支
え
る
な
ど
、
多
方
面
か
ら

地
域
社
会
と
市
民
生
活
を
支
え

る
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
本
市
が
活
力
あ
ふ
れ
る
都

市
で
あ
る
た
め
に
は
、
中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
多
様
性
を
維

持
し
、
将
来
に
わ
た
り
そ
の
成

長
と
発
展
を
持
続
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
、

顧
客
の
減
少
、
後
継
者
不
足
な

ど
の
課
題
は
規
模
の
小
さ
な
企

業
ほ
ど
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
中
小
・
小

規
模
事
業
者
の
振
興
を
と
お
し

て
宇
都
宮
市
の
経
済
発
展
と
、

住
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図

う
労
働
力
不
足
に
よ
る
生
産
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
に
お
け
る
中
小
企

業
で
は
、
人
手
不
足
の
深
刻
化
が

増
し
て
お
り
、
人
材
育
成
や
労
働

力
確
保
は
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進
と
生
産

性
向
上
の
両
方
を
同
時
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
働
き
方
改
革
の
見
直
し
、
改

善
、
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
実
現
に
向

け
当
商
工
会
議
所
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
要

望
し
ま
す
。

①
若
者
の
正
規
雇
用
化
の
促
進
、

女
性
の
再
雇
用
の
促
進

②
65
歳
以
上
の
継
続
雇
用
化
、
新

規
雇
用
の
促
進
、
登
録
制
度
等
に

よ
る
高
年
齢
者
の
雇
用
・
活
用
の

促
進

③
企
業
及
び
施
設
等
と
連
携
し
た

障
が
い
者
の
就
労
支
援

④
女
性
、
高
齢
者
な
ど
の
多
様
な

働
き
手
が
最
大
限
能
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、
働
き
方
改
革
や
職
場

環
境
の
整
備
の
促
進

【
回
答
】商
工
振
興
課
、
男
女
共
同

参
画
課
、
障
が
い
福
祉
課

①
若
者
の
正
規
雇
用
化
の
促
進
に 平

成
30
年
度 

宇
都
宮
市
へ
の
予
算
化
お
よ
び
措
置
要
望

る
た
め
の「
中
小
・
小
規
模
事
業
者

振
興
基
本
計
画
」の
策
定
を
要
望
し

ま
す
。

　

な
お
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

特
に
、
小
規
模
事
業
者
の
事
業
規

模
や
事
業
特
性
を
配
慮
く
だ
さ
る

よ
う
併
せ
て
要
望
し
ま
す
。

【
回
答
】商
工
振
興
課

　

本
市
経
済
の
継
続
的
発
展
の
た

め
に
は
、
市
内
事
業
者
の
大
多
数

を
占
め
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者

の
意
欲
的
で
創
造
的
な
発
展
を
支

援
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
平
成
30

年
度
、
本
市
の
中
小
企
業
支
援
の

基
本
方
針
や
取
組
な
ど
を
体
系
的

に
示
す
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

振
興
の
た
め
の
基
本
計
画
の
策
定

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

中
小
企
業
者
や
小
規
模
事
業
者
の

細
か
な
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
す
る
た

め
の「
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
実

施
や
、
中
小
企
業
の
経
営
者
な
ど

外
部
の
有
識
者
で
構
成
す
る「
計
画

策
定
委
員
会
」の
設
置
を
予
定
し
て

お
り
、
広
く
中
小
企
業
者
等
の
意

見
を
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
求
職
者
に
対
し
ま

し
て
は
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所
な

ど
と
共
催
で「
就
職
合
同
面
接
会
」

を
実
施
す
る
ほ
か
、
就
職
活
動
に

必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
習
得
す

る
た
め
の
研
修
、
パ
ソ
コ
ン
の
資
格

取
得
に
向
け
た
講
座
、
就
業
体
験

等
を
実
施
し
た
上
で
雇
用
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
う「
若
年
者
雇
用
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
」な
ど
に
よ
り
、
正
社
員

と
し
て
の
就
職
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　

今
後
も
、
引
き
続
き
、
宇
都
宮

商
工
会
議
所
を
は
じ
め
国
や
県
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
若
者
の
正
規
雇
用
化
や
女
性

の
再
雇
用
に
向
け
た
支
援
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
高
齢

者
が
意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
働
き

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
た

め
、
事
業
者
に
対
し
ま
し
て
は
、

高
齢
者
を
正
規
雇
用
し
、
国
の
特

定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
対

象
と
な
っ
た
者
に
対
し「
就
職
困
難

者
雇
用
奨
励
金
」と
し
て
市
が
上
乗

せ
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
高
齢
者

の
雇
用
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
事
業
者
向
け
啓
発
冊
子「
事
業

所
便
利
帳
」に
て
、
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
に
関
す
る
周
知
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
宇
都
宮
商
工
会
議

所
を
は
じ
め
国
や
県
な
ど
関
係
機

◎
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

2 

大
谷
地
区
の
商
工
業
の

　  

振
興
に
つ
い
て（
新
規
）

　

大
谷
地
区
の
人
口
や
大
谷
石
の

生
産
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

地
域
を
は
じ
め
関
係
者
の
継
続
的

な
努
力
に
よ
り
少
し
ず
つ
活
力
が

回
復
し
、
大
谷
地
区
へ
の
観
光
入
込

客
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

大
谷
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観

光
や
他
の
産
業
で
も
、
ま
だ
ま
だ

活
用
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
お

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

大
谷
地
区
の
活
性
化
を
推
進
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
特
に
、
大
谷

地
区
の
活
性
化
に
必
要
と
思
わ
れ

る
商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

次
の
事
項
を
要
望
し
ま
す
。

①
商
工
業
・
観
光
交
流
施
設
等
の

整
備
に
係
る
規
制
緩
和
や
、
空
き
家

へ
の
出
店
補
助
制
度
の
創
設

②（
仮
称
）
大
谷
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
早
期
整
備

【
回
答
】都
市
魅
力
創
造
課
、
道
路

建
設
課
、
都
市
計
画
課

①
本
市
の
観
光
拠
点
で
あ
る
大
谷

地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
、
地
域
団
体
が
行
う
美
観
維

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

効
果
的
に
各
事
業
を
実
施
し
、
高

齢
者
の
雇
用
、
活
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

③
障
が
い
者
の
就
労
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
宇
都
宮
圏
域

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

等
で
構
成
す
る「
宇
都
宮
市
障
が
い

者
自
立
支
援
協
議
会
就
労
支
援
部

会
」を
設
置
し
、
平
成
28
年
度
か
ら

は
宇
都
宮
商
工
会
議
所
に
も
メ
ン

バ
ー
と
し
て
参
画
し
て
い
た
だ
き
、

就
労
系
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
見
学
会
や
、
企
業
と
障
が

い
者
就
労
施
設
と
の
意
見
交
換
会

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
就
職
し

た
障
が
い
者
に
対
す
る
相
談
支
援

等
を
行
う「
障
が
い
者
職
場
定
着
支

援
事
業
」や
、
障
が
い
者
雇
用
率
達

成
企
業
を
増
や
す
た
め
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
の
企
業
訪
問
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
取
組
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
就
職
に
向
け
て
、
企
業
等

と
障
が
い
者
の
合
同
面
接
会
を
実

施
す
る
な
ど
、
障
が
い
者
の
就
職
に

つ
な
が
る
機
会
の
更
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
で
、
障
が
い
者
の
就
労

支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

④
働
き
方
改
革
や
職
場
環
境
の
整

備
の
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
営

者
を
は
じ
め
、
社
員
に
向
け
た
講

座
の
開
催
や
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

持
活
動
へ
の
支
援
や
、
地
域
の
冷
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た「
大
谷
夏

い
ち
ご
」の
産
地
化
促
進
、
地
底
湖

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
は
じ
め
と
し
た

体
験
型
観
光
ツ
ア
ー
の
創
出
な
ど
、

「
観
る
・
食
べ
る
・
遊
ぶ
」と
い
っ
た

観
光
地
域
の
魅
力
向
上
に
繋
が
る

取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
の
成
果
も
あ

り
再
活
性
化
の
兆
し
が
見
え
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
29
年
度

に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

動
き
の
加
速
化
を
図
る
べ
く
、
大
谷

地
域
の
地
域
資
源
の
更
な
る
活
用

を
目
指
し
、
新
た
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
創
出
や
宿
泊
メ
ニ
ュ
ー
の
開

発
な
ど
、
観
光
客
の
滞
在
時
間
の

延
伸
や
更
な
る
周
遊
促
進
に
向
け

た
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
大
谷
の
観
光
拠
点

と
し
て
の
更
な
る
機
能
充
実
を
図

る
た
め
、
大
谷
の
特
性
を
生
か
し

た
観
光
施
設
の
円
滑
な
誘
導
促
進

に
向
け
た
開
発
許
可
基
準
の
緩
和
・

明
確
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
空

き
家
等
を
活
用
し
て
観
光
施
設
を

出
店
す
る
際
の
内
外
装
整
備
費
用

の
助
成
等
を
行
う
市
観
光
振
興
促

進
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
の
周
知
に

バ
ラ
ン
ス
実
践
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配

布
」に
よ
る
意
識
啓
発
の
ほ
か
、
国

の「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
等
助

成
金
制
度
」等
の
周
知
啓
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
平
成
28
年
度
よ

り
、
市
内
の
中
小
企
業
を
対
象
に
、

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
派
遣
事
業
」を

実
施
し
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
へ
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
行
政
を
主
管
す
る

国
を
は
じ
め
、
県
や
市
町
、
経
済
・

労
働
団
体
等
で
構
成
す
る「
と
ち
ぎ

公
労
使
協
働
宣
言
実
現
会
議
」に
本

市
も
参
画
し
、
長
時
間
労
働
の
抑

制
や
女
性
の
活
躍
推
進
な
ど
職
場

の
様
々
な
課
題
の
解
決
な
ど
、「
働

き
方
改
革
」の
推
進
に
向
け
意
見
交

換
を
行
う
と
と
も
に
、
企
業
へ
の
周

知
啓
発
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の

機
関
と
協
力
・
連
携
す
る
と
と
も

に
、
本
市
と
し
て
も「
働
き
方
改
革
」

の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

化
し
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き

る
よ
う
、
市
内
事
業
所
に
お
け
る

労
働
環
境
の
更
な
る
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

　

こ
の
制
度
は
、
当
所
の
推
薦
に
よ

り
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資

金
の
借
入
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た
し

て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
ま
た
は
平
均
月
商
の

3
倍
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ

し
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

信
用
保
証
協
会
と
連
携

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
事
業
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
に

よ
る
次
世
代
へ
の
経
営
資
源
の
ス

ム
ー
ズ
な
承
継
を
支
援
す
る
た
め
、

当
所
が
国
か
ら
委
託
を
受
け
た
公

的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
８
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ 第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
様
々
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

宇
都
宮
市
商
工
振
興
課

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
4
3
3

問合せ

補
助
金
制
度
の
一
部
改
正
の
お
知
ら
せ

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
補
助
金
（
空
き
店
舗
補
助
金
）

　

宇
都
宮
市
内
の
中
心
商
業
地
に

新
規
出
店
す
る
場
合
、
経
営
財
務

診
断
費
や
内
外
装
改
造
費
の
一
部
に

つ
い
て
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
特
定
の
事

業
を
実
施
す
る
場
合
は
特
例
加
算

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
４
月
１

日
か
ら
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
改
正
後
】

特
例
加
算
制
度
の
改
正（
平
成
30
年

４
月
１
日
受
付
分
か
ら
適
用
）

◎
お
も
て
な
し
事
業
を
実
施
す
る

場
合

お
も
て
な
し
事
業
に
係
る
対
象
経

費
の
30
％
の
額
を
、
内
外
装
改
造

費
補
助
と
は
別
に
補
助
す
る
。（
限

度
額
50
万
円
）

※
お
も
て
な
し
事
業

お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、

夜
間
照
明
設
備
等
の
設
置
な
ど

◎
大
谷
石
活
用
事
業
の
廃
止

　

当
補
助
金
制
度
の
利
用
に
は
一
定

の
条
件
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
出
店
を
計
画
さ
れ
て

い
る
方
で
、
本
制
度
の
詳
細
を
お

聞
き
に
な
り
た
い
方
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
手
続
き
の
流
れ（
概
要
）

審
査
委
員
会

申
込（
店
舗
開
店
後
60
日
以
内
）

相
　
　
　
談

受
給
資
格
認
定
書
発
行

内
外
装
改
造
費
用
お
よ
び

経
営
財
務
診
断
費
用
の
請
求

２
年
間
の
実
績
報
告

開
店
６
ヵ
月
後・１
年
後
の

経
営
財
務
診
断
費
用
の
請
求

営
業
実
績
報
告

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、

商
工
会
議
所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担

保
・
無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資
が

受
け
ら
れ
る
国（
日
本
政
策
金
融
公

庫
）の
公
的
融
資
制
度
で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家
族
従

業
員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）

◎ 
宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度　

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.11％
（平成30年3月29日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

　

簿
記
を
は
じ
め
て
学
ぶ
方
や
、
知

識
を
身
に
つ
け
、
実
務
に
役
立
て
た

い
方
に
お
勧
め
の
講
座
で
す
。

【
期
間
】 

平
成
30
年
6
月
5
日（
火
）

～
10
月
5
日（
金
）

原
則
、
毎
週
火
・
金
曜
日
開
催（
都
合
に

よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

講
義
回
数 

全
34
回

【
会
場
】 

当
所
２
階
大
会
議
室

【
講
師
】 

栃
木
県
立
宇
都
宮
商
業
高

等
学
校
教
諭

【
受
講
料
】

１
２
、０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
定
員
】50
人

【
受
講
資
格
】  

宇
都
宮
市
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
し
て
い
る
方（
学
生
は
除
く
）

【
申
込
】  

所
定
の
申
込
書（
当
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

受
講
料
を
添
え
て
5
月
25
日（
金
）ま

で
に
、
直
接
当
所
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

３
級
簿
記
講
座

日
商
簿
記
３
級
程
度
ま
で

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
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総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ ご
準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

4月の
ふれあい共済等

口座振替日

4月23日（月）

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 5月8日　午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 4月20日　午後１時３０分～４時３０分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

無料の専門相談です。
弁護士や弁理士などの
各分野の専門家が、
悩みを解決します。

法律相談・ 1 日知財窓口
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
有限会社  栃木広告社
☎028-639-1115  5028-639-1116 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

相談
無料

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

会
費
の
口
座
引
き
落
と
し
に
つ
い
て

会
員
の
皆
さ
ま
へ
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
度
の
宇
都
宮
商
工
会

議
所
年
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５

月
１
日（
火
）に
指
定
の
口
座
か
ら
引

き
落
と
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
銀
行
窓
口
で
お
振
り
込
み

の
方
に
は
、
後
日
ご
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

で
、
新
た
に
領
収
書
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
総
務
部
会
員
担
当
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い（
す
で
に
領
収
書
の
発

行
を
申
し
込
ん
で
い
る
方
は
、
本
年

度
も
同
様
に
発
行
し
ま
す
）。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営
に
関

す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、
セ

ミ
ナ
ー
・
講
座
・
講
習
会
や
各
種

検
定
試
験
情
報
、
各
種
会
員
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
商
工
会
議
所
事
業
の

ご
案
内
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
受
信
料
は
無
料（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
料
は
、
各
自
ご
負
担
く
だ
さ

い
）。

※
ご
登
録
後
の「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

変
更
」「
配
信
停
止
」に
つ
い
て
は
、

お
手
数
で
す
が
当
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

ご
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ
総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

商
工
会
議
所
共
済
・
福
祉
制
度

　

当
所
で
は
、４
月
16
日（
月
）か

ら
６
月
29
日（
金
）に
か
け
て
、定

期
保
険（
団
体
型
）の
引
受
会
社

で
あ
る
ア
ク
サ
生
命
と
共
同
で
、

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、制
度
の
内

容
を
会
員
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、会
員
事
業
所
の
福
利
厚
生

の
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ
く
こ

と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
制
度
の
特
徴
は
、経
営
者
・
役

員
の
皆
様
の
保
障
や
退
職
金
準
備

金
ほ
か
、入
院
・
介
護
・
老
後
に
備

え
た
様
々
な
保
障
ニ
ー
ズ
に
お
応

え
す
る
も
の
で
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、当
所

職
員
お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
の
社
員

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

か
の
確
認
を
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
が

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。ご
相
談
い
た
だ
い
た
方

に
は
雷
都
物
語
ご
ま
サ
ブ
レ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、保
険
証
券
確
認
の
ご
相

談
い
た
だ
い
た
方
と
保
険
・
共
済
に

ご
契
約
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、

抽
選
で
50
名
に
映
画「
キ
ス
で
き
る

餃
子
」（
６
月
15
日
栃
木
県
先
行
公

開
）の
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。（
当
選
発
表
は
チ
ケ
ッ
ト

の
お
届
け
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

申
し
上
げ
ま
す
。

※
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
と
は

　

商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制

度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
全
国

各
地
の
商
工
会
議
所
と
ア
ク
サ
生

命
保
険
㈱
で
運
営
し
て
い
る
組
織

で
す
。

　

ま
た
、ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福

祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
併
せ
て

栃
木
県
内
商
工
会
議
所
と
共
に
県

内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
し
て

い
ま
す
。保
険
や
共
済
を
ご
成
約
い

た
だ
い
た
方
に
は
雷
都
物
語
い
ち

ご
ジ
ャ
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

「
保
険
証
券
確
認
」を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。現
在
ご
加
入
の
保
障
内
容

が
ご
自
身
に
合
っ
た
も
の
か
ど
う

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
県
内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　完熟した苺「とちおとめ」
の風味をそのままに、桝金
独自の製法で極上のジャム
に仕上げました。

栃木いちごジャム

　宇都宮産の有精卵を使用
し、黒砂糖ベースに胡麻を
折りまぜ、自然の材料を生
かした芳しいサブレです。
　まろやかな甘みも加えて
お子さまにも安心して召し上
がっていただけます。

黒糖・ごまサブレ



〈所在地〉
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書をFAXで送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

業種　小売 代表   櫻井　恵美子さん桜井帽子店

入
学
の
子
よ
り
も
母
の
美
容
院

一
円
も
ち
ゃ
ん
と
数
え
て
小
商
い

卒
業
へ
囲
ま
れ
て
い
る
車
椅
子

路
地
路
地
の
闇
に
激
し
き
猫
の
恋

職
い
く
つ
替
え
て
人
間
替
え
ら
れ
ず

北
南
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
解
け
て
く
る

一
円
も
き
れ
い
に
使
う
年
度
末

肉
魚
下
座
に
並
ぶ
野
菜
高

梅
咲
い
て
過
去
も
未
来
も
な
く
匂
う

説
明
を
し
て
解
ら
せ
る
四
月
馬
鹿

伊
藤　

王
子

碓
氷　

正
和

福
士
美
枝
子

毛
塚　

ヒ
ロ

渡
辺　

一
郎

石
田
武
三
郎

宮
田　
　

仁

鶴
牧
美
佐
子

御
牧　

秀
世

飯
塚　
　

藤
（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

第
247
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
時
に
忘
れ
る
主
役
脇
役
。

〈
評
〉
時
に
王
者
の
五
百
円
玉
。

〈
評
〉
涙
に
混
り
桜
花
散
る
。

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

今
、
目
の
前
に
存
在
す
る

人
や
物
事
、
こ
の
ご
縁
の
あ
り
が
た
さ
に

気
づ
け
る
か
ど
う
か
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ご
縁
を
大
切
に
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　1975年熊本生まれ。東京理科大学を卒業
後ＮＴＴに就職、約３年後に書道家として
独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界
遺産「平泉」、世界一のスパコン「京」など
数々の題字を手がける。独自の世界観で全
国で個展を開催。作品集『たのしか』『絆』
など著書は 40を超える。 書道教室には約
300人の門下生が通う（2005年新規募集締
め切り）。2013年度、文化庁から文化交流
使に任命され、ベトナム～インドネシアに
て活動するなど、世界各国からさまざまな
オファーを受ける。
公式ブログ「書の力」  http://ameblo.jp/souun/
公式サイト　http://www.souun.net/
感謝 69　http://kansha69.com/

武田  双雲 ／ たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311�
企画展「とちぎの技・匠」
4月28日（土）～6月17日（日）
　結城紬をはじめ、日光社寺文化保存会の「建造物漆塗」など、とちぎの
匠の技を紹介。5月27日（日）には、記念講演会「日光の建造物漆塗につ
いて」（講師／日光社寺文化財保存会漆塗管理者　佐藤則武氏）が行わ
れる（13：30～15：00）。関連講座も多数。（同館パンフレットより）
一般=250円／大・高校生=120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「灰野文一郎展」
4月15日（日）まで
　大正期より宇都宮に在住し、この土地の風景や静物など、身近な
主題を描いた。1936年文展鑑査展に初入選を果たした。宇都宮
や那須、日光の風景を描き続けた氏の回顧展。（同館HPより）
一般=600円／大高生=400円／小・中学生=200円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「国吉康雄と清水登之ふたつの雪」
4月28日（土）～6月17日（日）
　2人は1910年代から20年代にかけてニューヨークで頭角を現し、人間を
深くとらえた画業で高く評価された。本展では20世紀の歴史に翻弄されなが
ら、日米を舞台にそれぞれの道を歩んだ2人の画家を対比。（同館HPより）
一般=800円／大・高校生=500円／中学生以下無料

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
か
ら
J
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉 一 

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た
一歩
が
国
会
で
大
混
乱

1.
2.
3.
4.
5.
6.
10.
11.
12.
15.
16.
18.
19.
20.
21.

1.
5.
7.
8.
9.
13.
14.
17.
18.
19.
21.
22.
23.

３～４月の長雨を、この季節を代表する花にかけてこう呼びます
ハンバーグに入れるタマネギをごく細かに切る○○○切り
ことわざ｢○○には乗ってみよ！　人には添うてみよ｣
楠木正成・正行親子の奇想天外かつ壮烈無比な戦場として知られる｢○○○城｣
「ん？　この水道臭いね。○○○の臭いがひどい」などと少し前まではあった
近所の小学校、5月の運動会に向けて今から連日○○○○○○○○です
周り中を敵に囲まれてしまうことの四字熟語｢四面○○｣
「○○の大木」などと役に立たないように扱われるが、春の山菜じゃ主役
「五・七・五」のわずかな文字で無限の世界を表す短詩
赤穂浪士が○○○○した先は吉良邸ですね
春の陽気を一言で表せばやはりこれでしょう
海の引き潮を英語では｢エブ○○○｣でも強い時はご用心を！
よく言います。「○○の恩は海より深し」
日々の○○を得るのもラクじゃないですね
ノートなどにタテまたはヨコに入っている○○線

朝夕の海岸の○○○○際をゆっくり歩くと心もゆったりしますね
｢モリカケ｣問題での官グルミの○○○があったのは明かなのに、何とも情なし！
インド西部地方にある世界文化遺産の寺院、観光地としても有名
ことわざ｢○○には○○を入れよ｣
四字熟語｢○○○天外｣
｢明日の出張は1泊2日だから、シャツの○○も用意しておいて｣などと
工事現場などでピカピカ光る棒を持って交通案内をしている人
よく言います。「苦あれば○○あり」
｢これ、何かの○○に｣実家で母がそっと娘に手渡すこともある
昔、大人気になったマンガ「○○○○さんが通る」
ガソリンスタンドでよく見かける表示｢重油｣ ｢ガソリン｣ ｢○○○｣ ｢灯油｣など
これを注意されて春場所迷走の白鵬。夏場所にはどんな手を考えているか
｢大山○○○○ネズミ１匹！｣米──北朝鮮間もこの線で行ってほしいもの

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

●
●
●
●

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
し

　

上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
4
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
政
権
の
発
足
直
前
か
ら
の
約

２
０
０
日
を
追
っ
た
本
書
は
、
い
わ
ゆ
る

「
内
幕
暴
露
本
」で
す
。

　

読
む
方
に
よ
っ
て
そ
の
感
想
は
異
な

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ト
ラ
ン
プ
と
そ

の
ス
タ
ッ
フ
が
、
い
か
に
政
権
担
当
能

力
の
無
い
素
人
集
団
で
あ
る
か
を
示
す

エ
ピ
ソ
ー
ド
満
載
の
本
書
は
、
世
界
中

で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
、
ト
ラ
ン
プ
も
ブ
レ
ー
ン
も
選
挙
に

勝
つ
つ
も
り
が
な
か
っ
た
と
い
う「
暴

露
」に
は
、
背
筋
が
寒
く
な
り
ま
す
。

大
統
領
に
な
る
意
志
も
能
力
も
な
い
人

間
が
、
世
界
の
大
国
を
行
き
当
た
り

ば
っ
た
り
に
動
か
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
、
本
書
は
訴
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
何
が
起
る
の
か
、
世
界
は

ど
う
な
る
の
か
、
読
後
に
頭
を
抱
え
た

く
な
る
１
冊
で
す
。

『
炎
と
怒
り
』

マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ォ
ル
フ［
著
］

関
根 

光
宏
・
藤
田 

美
菜
子
他［
訳
］

早
川
書
房

１
８
０
０
円
＋
税

「縁」

　

二
荒
山
神
社
と
宇
都
宮

城
跡
公
園
を
結
ぶ
、
み
は
し

通
り
沿
い
に
あ
る
創
業
72
年

の
老
舗
帽
子
店
で
す
。
メ
ン

ズ
が
中
心
で
す
が
、
レ
デ
ィ

ス
も
豊
富
に
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。
春
を
迎
え
、暖
か
く
な
っ

て
く
る
こ
の
時
期
は
、
パ
ナ

マ
帽
、
ハ
ン
チ
ン
グ
帽
が
お

す
す
め
で
す
。
当
店
は
、
ベ

レ
ー
帽
、
ハ
ン
チ
ン
グ
帽
等

で
人
気
の
カ
ン
ゴ
ー
ル
正
規

取
扱
店
で
す
。

　
「
一
度
、
自
分
に
似
合
う

帽
子
を
探
し
て
み
ま
せ
ん

か
」お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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四
月
十
三
日（
金
）～
十
七
日（
火
）　

弥
生
祭（
日
光
市
日
光
）

　

奈
良
時
代
か
ら
続
く
日
光
二
荒
山
神
社
の

例
祭
。
古
か
ら
の
し
き
た
り
と
格
式
を
重
ん

じ
る
た
め
、
町
内
同
士
で
い
ざ
こ
ざ
が
よ
く

発
生
す
る
。
別
名「
ご
た
祭
り
」。
見
ど
こ
ろ

は
、
東
町
、
西
町
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
花
家

体
。
日
光
の
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
祭
り
で

あ
る
。
十
六
日（
月
）に
は
宵
祭
が
行
わ
れ
る
。

四
月
二
十
二
日（
日
）

唐
澤
山
神
社
奉
納
武
道
大
会（
佐
野
市
）

　

唐
澤
城
本
丸
跡
に
建
つ
唐
澤
山
神
社
は
、

む
か
で
退
治
の
伝
説
や
平
将
門
を
滅
ぼ
し
た

藤
原
秀
郷
を
祀
る
社
。
こ
の
日
境
内
で
、
柔

道
、
弓
道
、
剣
道
の
試
合
が
奉
納
さ
れ
る
。

二
十
五
日（
水
）に
は
、春
の
大
祭
が
行
わ
れ
る
。

五
月
三
日（
木
・
祝
）

足
尾
ま
つ
り（
日
光
市
・
足
尾
）

　

か
つ
て
足
尾
銅
山
が
栄
え
て
い
た
こ
ろ
山

神
社
は
、
銅
山
の
守
り
神
だ
っ
た
。
閉
山
後
、

そ
の
山
神
祭
を
受
け
継
ぎ
町
民
に
よ
り「
足
尾

ま
つ
り
」が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
出
車
、

神
輿
が
町
内
を
練
り
歩
く
。
雨
天
は
翌
日
に

順
延
。

五
月
五
日（
土
・
祝
）

間
々
田
の
蛇
祭
り（
小
山
市
）

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
間
々
田
の
鎮
守
八
幡

宮
の
祭
り
。
五
穀
豊
穣
と
疫
病
退
散
を
祈
願

し
、「
ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
」の
掛
け
声
と
と
も
に
、

蛇
を
形
作
っ
た
全
長
十
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
七
体
の
蛇
体
を
町
民
が
担
い
で
練
り
歩
く

奇
祭
。
午
前
十
時
か
ら
。

宇
都
宮
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会
顧
問  

柏
村  

祐
司

第18 回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20184月〜    5月 卯月─皐月

(写真提供：柏村祐司 『栃木の祭り』より)

　

前
回
、
女
性
の
信
仰
と
し
て

十
九
夜
信
仰
を
紹
介
し
た
が
、
今

回
は
男
性
の
信
仰
で
あ
る
庚
申
信

仰
を
紹
介
し
た
い
。
庚
申
信
仰
は
、

中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
道
教
に
、「
人
間
の
体
内
に

三さ
ん

尸し

と
い
う
虫
が
お
り
、
庚
申
の

晩
に
人
が
寝
る
と
体
内
か
ら
抜
け

出
し
て
天
帝
に
そ
の
人
の
罪
過
を

告
げ
、
そ
の
た
め
に
人
間
は
天
帝

か
ら
罰
を
受
け
る
。
そ
こ
で
罰
を

受
け
な
い
た
め
に
庚
申
の
晩
は
身
を

慎
ん
で
徹
夜
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
の
教
え
が
あ
る
。

　

わ
が
国
で
は
平
安
時
代
に
公
家

の
間
に
庚こ

う
し
ん
ま
ち

申
待
と
し
て
庚
申
信
仰

が
広
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
武
士
階

級
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
江
戸
時

代
に
は
庶
民
の
間
で
も
庚
申
信
仰

が
盛
ん
と
な
り
、
各
地
に
庚
申
講

が
組
織
さ
れ
、
庚
申
塔
が
建
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

栃
木
県
で
は
、
足
利
市
と
日
光

市
旧
日
光
が
庚
申
信
仰
の
盛
ん
な

地
域
で
あ
る
。
特
に
旧
日
光
市
は
、

古
く
か
ら
庚
申
信
仰
が
盛
ん
で
、

寛
永
年
間（
一
六
二
四
〜
四
三
）の
も

の
を
初
め
江
戸
時
代
初
期
造
立
の

庚
申
塔
が
見
ら
れ
る
。
宇
都
宮
市

の
場
合
、
庚
申
塔
の
造
立
か
ら
見

る
限
り
十
八
世
紀
後
半
か
ら
盛
ん

と
な
り
、
最
盛
期
は
文
化
文
政
期

頃
か
ら
昭
和
初
期
頃
で
あ
る
。

　

庚
申
講
は
、
大
字
や
坪
単
位
に

組
織
さ
れ
た
。
そ
の
講
中
が
造
立

し
た
供
養
塔
が
庚
申
塔
で
あ
る
。

宇
都
宮
市
内
の
庚
申
塔
に
は
、
河

原
石
や
切
り
石
を
素
材
と
し
、
表

面
に「
庚
申
塔
」と
か「
庚
申
供
養

塔
」、「
青
面
金
剛
供
養
塔
」、「
猿

田
彦
大
神
」等
と
文
字
を
刻
ん
だ

も
の
、
お
よ
び「
青し

ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う

面
金
剛
像
」を

浮
彫
に
し
た
も
の
等
が
見
ら
れ
る
。

多
く
は「
庚
申
塔
」「
庚
申
供
養

塔
」等
の
文
字
碑
で
あ
り
、
宇
都

宮
の
庚
申
塔
の
特
色
で
あ
る
。「
青

面
金
剛
像
」の
浮
彫
は
数
少
な
く
、

河
内
地
区
下
田
原
町
上
組
の
享
和

三（
一
八
〇
三
）年
の
庚
申
塔
は
、

典
型
的
な
青
面
金
剛
像
を
施
し
た

庚
申
塔
で
あ
る
。

　

庚
申
講
の
集
ま
り
は
、
六
十
日

ご
と
に
め
ぐ
っ
て
来
る
庚
申
の
日
の

晩
に
開
催
さ
れ
る
。
宿
は
各
家
回

り
番
制
で
、
座
敷
の
床
の
間
に
庚

申
講
の
掛
け
軸
を
下
げ
、
そ
の
前

に
ご
馳
走
を
供
え
灯
明
を
灯
す
。

男
た
ち
が
集
ま
り
、
拝
礼
し
、
そ

の
後
飲
食
・
歓
談
と
な
り
、
翌
朝

解
散
と
な
る
。
と
も
あ
れ
庚
申
の

晩
は
、
家
に
帰
ら
ず
宿
で
寝
ず
に

過
ご
す
も
の
だ
と
い
わ
れ
、「
庚
申

様
の
日
に
出
来
た
子
は
盗
人
に
な

る
」と
か
、「
長
話
は
庚
申
の
夜
に
」

等
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
話
題
は
、

庚
申
様
を
作
神
と
す

る
と
こ
ろ
か
ら
農
作

業
の
こ
と
や
村
の
簡
単

な
決
め
事
等
が
多
か
っ

た
。
こ
れ
が
一
般
的
な

庚
申
講
の
様
子
で
あ
る

が
、
地
区
に
よ
り
多

少
異
な
る
。
雀
宮
地

区
東
谷
町
の
あ
る
講
中
で
は
、
念

仏
を
唱
え
、「
食
い
庚
申
」と
称
し

て
ウ
ド
ン
を
打
っ
て
食
べ
た
と
い
う
。

同
じ
東
谷
町
の
北
新
田
の
講
中
で

は
、
ケ
ン
チ
ン
汁
、
ガ
ン
モ
ド
キ
、

キ
ン
ピ
ラ
牛
蒡
、
ホ
ウ
レ
ン
草
の
オ

ヒ
タ
シ
等
の
御
馳
走
を
酒
を
飲
み

な
が
ら
食
べ
た
と
い
う
。

　

江
戸
中
期
頃
か
ら
盛
ん
で
あ
っ
た

宇
都
宮
市
内
の
庚
申
信
仰
で
は
あ

る
が
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
衰
退

し
た
。
そ
れ
で
も
上
欠
町
初
網
坪

の
よ
う
に
、
年
二
回
飲
食
店
を
会

場
に
、
十
九
夜
講
と
庚
申
講
を
兼

ね
て
男
女
が
集
ま
り
飲
食
歓
談
を

行
って
い
る
所
も
あ
る
。

　

十
九
夜
信
仰
も
庚
申
講
も
、
暮

ら
し
に
根
付
い
た
風
習
は
、
簡
単
に

は
捨
て
き
れ
な
い
。
ま
た
、
人
々
の

絆
を
求
め
る
意
識
も
お
い
そ
れ
と

は
無
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
野

辺
に
た
た
ず
む
十
九
夜
塔
や
庚
申

塔
は
、
名
の
あ
る
仏
師
の
彫
刻
に
比

べ
る
と
芸
術
性
は
劣
る
が
、
か
つ
て

の
地
域
住
民
の
信
仰
、
暮
ら
し
ぶ

り
を
今
に
伝
え
る
証
で
あ
る
。

「
長
話
は
庚
申
の
夜
に
」

下田原上組の
青面金剛像

庚申講の
お日待ち
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Ｃステーキ（ロース200gまたはフィ㆑150g）　4,800円＋税

写真上／ 1955年、まだ洋食屋だった時代の同店。右から２人目の男性が、創業者の小林藤一郎
氏　写真中／大小４室の個室はいずれも格調の高さを演出（写真は12人用）　写真下／カウンター
やテーブル席で、くつろぎながら食事ができる１階席

現在の「存じやす」を支える
スタッフたち

ステーキ＆ワイン 存じやす　宇都宮市中央5-9-2　☎028-636-87015

営業時間／レストラン17:30～22:00（L.O.）、ランチ（土日祝のみ）12:00～13:30（L.O.）　
月曜日定休　http://zonjiyasu.com

品格がありながら親しみやすいお店ですわたしが

推薦します ！
株式会社 関口
代表取締役会長

関口  快流さん

す
。
初
代
が
釜
川
近
く
で
寿
司
屋
を
開
い
た
の
が
、

そ
も
そ
も
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
こ
の
時
に
、
お

客
様
が
お
帰
り
に
な
る
際
に
威
勢
よ
く
「
あ
り
が

と
う
存
じ
や
す
！
」
と
声
を
か
け
て
い
た
こ
と
が
、

現
在
の
店
名
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
洋

食
店
に
変
わ
り
、
ス
テ
ー
キ
専
門
店
と
な
っ
て
も
、

変
わ
ら
ぬ
人
気
が
続
き
ま
し
た
。

　
「
存
じ
や
す
」
と
言
え
ば
、
ス
テ
ー
キ
に
か
け
る

「
た
れ
」を
思
い
出
す
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
実
は
、

ス
テ
ー
キ
に
た
れ
を
か
け
る
食
べ
方
は
、
１
９
５
７

年
頃
に
初
代
店
主
小
林
藤
一
郎
が
「
日
本
人
だ

か
ら
た
れ
が
い
い
の
で
は
」
と
考
案
し
た
も
の
。

今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
た
、ス
テ
ー
キ
の
「
た
れ
」

の
オ
リ
ジ
ン
は
「
存
じ
や
す
」
な
の
で
す
。

　

ス
テ
ー
キ
専
門
店
に
な
っ

た
同
店
は
、
そ
の
後
本
店

の
移
転
や
県
内
初
の
ワ
イ
ン

バ
ー
開
店
な
ど
の
歴
史
を
経

て
、
現
在
は
ス
テ
ー
キ
＆
ワ

イ
ン
「
存
じ
や
す
」
と
「
存

じ
や
す
極
」
の
２
店
舗
で
、

お
客
様
を
お
も
て
な
し
し
て

い
ま
す
。

　

同
店
の
人
気
メ
ニュ
ー
は
、

客
様
の
接
待
や
大
切
な
人
と
の
会
食
、

気
の
お
け
な
い
人
同
士
の
ひ
と
と
き
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
チ
ュエ
ー
シ
ョン
で
多
く
の
人
が

訪
れ
る
宇
都
宮
の
名
店
、ス
テ
ー
キ
＆
ワ
イ
ン
「
存

じ
や
す
」。
そ
の
創
業
は
１
９
３
２
年
に
遡
り
ま

　「存じやす」さんは、大切なお客様との会食や、家族との憩いのひとときなど、さまざまなシチュ
エーションでお世話になっています。品格を感じさせる店の外観・内観と、店主はじめスタッフの
皆さんの親しみやすさあふれる気配り・心づかい、そして何より料理やお酒のおいしさには、いつ
も脱帽しています。何人かで来る時には個室を予約しますが、時には１階の席で店の方 と々楽し
く会話しながらの食事も楽しんでいます。これからもよろしくお願いします。

や
は
り
ス
テ
ー
キ
で
し
ょ
う
。
伝
統
の
技
を
受

け
継
い
だ
シ
ェフ
が
、
選
び
抜
い
た
肉
を
調
理
し

た
ス
テ
ー
キ
は
、
食
通
と
し
て
名
高
い
小
説
家
・

池
波
正
太
郎
を
う
な
ら
せ
た
ほ
ど
の
味
わ
い
で

す
。
ま
た
ワ
イ
ン
も
、
定
番
か
ら
珍
し
い
も
の

ま
で
ス
タ
ッ
フ
が
厳
選
し
た
銘
柄
を
取
り
そ
ろ
え

て
お
り
、
食
事
よ
り
も
ワ
イ
ン
を
楽
し
み
に
す

る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
日
は
ビ
ジ
ネ
ス
客
、
土
日
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
客

が
多
い
と
い
う
同
店
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
訪
れ
た
人
が

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
定
年
後
も
訪
れ
て
く
れ
る
常
連

客
に
な
る
こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。
料
理
や
ワ
イ

ン
の
味
は
も
ち
ろ
ん
、
親
し
み
や
す
く
気
配
り
の

行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
し
ょ
う
。

味
も
雰
囲
気
も
お
も
て
な
し
も

名
実
と
も
に
宇
都
宮
の
一
流
店

あなたの

粋な

おもてなし
01

ステーキ＆ワイン
存じやす

り
酒
屋
次
男
に
生
ま
れ
た

初
代
横
倉
正
吉
氏
が
明
治

10
（
１
８
７
７
）
年
に
、
馬
場
町
で

創
業
し
た
㈱
横
倉
本
店
は
、
現
在
県

内
地
場
最
大
手
の
酒
類
卸
業
者
と
し

て
、
酒
文
化
・
食
文
化
の
重
要
な
担

い
手
と
な
って
い
ま
す
。

　

同
社
は
歴
史
が
長
い
企
業
で
す
か

ら
、
従
来
よ
り
企
業
理
念
や
社
是
、

行
動
指
針
な
ど
を
掲
げ
、
し
っ
か
り

し
た
企
業
文
化
の
形
成
に
努
め
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
今
年
度

よ
り
新
た
に
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
制
定
、

企
業
と
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

横
倉
社
長
は
「
い
ま
ま
で
の
企

業
理
念
は
、
も
ち
ろ
ん
当
社
の
根

幹
と
し
て
残
し
つつ
、
時
代
の
変
化

に
対
応
で
き
る
よ
り
よ
い
企
業
と

な
る
た
め
に
創
っ
た
の
が
『
企
業
ビ

ジ
ョン
』
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

使
命
・
将
来
像
・
営
業
ス
タ
イ

ル
に
分
け
て
創
ら
れ
た
こ
の
企
業

ビ
ジ
ョン
は
、
誌
面
の
関
係
で
掲
載

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

具
体
的
な
説
明
も
つ
け
ら
れ
て
お

り
、
一
読
す
れ
ば
同
社
が
何
を
め

ざ
し
、
ど
う
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
が
ハッ
キ
リ
と
分
か
る
も
の

に
な
って
い
ま
す
。

　
「
時
代
の
変
化
は
、
待
っ
た
な
し
。

そ
れ
に
対
応
し
、
お
客
さ
ま
貢
献

度
を
上
げ
、
つ
ね
に
成
長
し
続
け

ら
れ
る
企
業
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

次
の
時
代
は
生
き
残
れ
な
い
と
い
う

危
機
感
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

新
し
い
横
倉
本
店
を
創
り
出
す
た

め
の
指
針
と
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成

し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
こ
れ
に
基
づ

い
て
企
業
と
し
て
の
営
業
計
画
や
部
門
ご

と
・
個
人
ご
と
の
営
業
計
画
を
作
成
し
、

動
い
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
」

　

具
体
的
な
課
題
を
掲
げ
、
そ
の
達
成

を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
織
り
込
ん
で
、

個
々
人
だ
け
で
な
く
会
社
全
体
を
い
か

に
向
上
さ
せ
て
行
く
か

￨
そ
れ
が

直
近
の
課
題
だ
と
、
横
倉
社
長
は
話
し

ま
す
。

　
「
私
ど
も
は
卸
業
で
す
か
ら
、
こ
れ
ま

で
は
メ
ー
カ
ー
と
小
売
を
つ
な
ぐ
流
通
の

黒
子
役
と
し
て
の
業
務
を
行
っ
て
い
れ
ば

良
か
っ
た
の
で
す
が
、
人
口
減
少
や
嗜
好

の
多
様
化
、
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
、

取
り
巻
く
環
境
は
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
私
ど
も
横
倉

本
店
に
求
め
ら
れ
る
も
の
、
成
さ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
、
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
業
務
内
容
も
含
め
、
会
社
全

体
が
い
か
に
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

　

横
倉
社
長
が
重
視
す
る
の
は
、
消

費
者
目
線
を
持
ち
、
お
客
様
に
寄
り

添
う
こ
と
。「
時
に
は
消
費
者
の
感

覚
を
鋭
く
先
取
り
し
、
小
売
店
様
へ

の
提
案
も
手
が
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
も
積
極
的
に
手

が
け
る
同
社
。
地
域
発
の
商
品
を
広

く
紹
介
し
て
、
宇
都
宮
市
や
栃
木
県

の
魅
力
の
重
要
な
発
信
元
と
し
て
も

社
会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
産
地
消
は
当
た
り
前
。
こ
れ

か
ら
は
地
産
外
消
（
商
）
も
促
進
し
、

私
ど
も
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
『
思
いっ

き
り
ロ
ー
カ
ル
に
、
限
り
な
く
グ
ロ
ー

バ
ル
に
』
を
、
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

お

造

「

時
代
の
変
化
を
先
取
り
し
、

 

常
に
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
を
」

　
宇
都
宮
市
を
代
表
す
る
老
舗
企
業
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
市
内
だ
け
で
な
く
栃
木
県
全
域
か

ら
北
関
東
エ
リ
ア
ま
で
を
商
圏
に
持
つ
酒
類
卸
の
㈱
横
倉
本
店
。
最
近
、
新
た
に
企
業
ビ
ジ
ョ

ン
を
定
め
た
同
社
の
横
倉
正
一
社
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
に
数
あ
る
飲
食
店
の
中
か
ら
、
企

業
経
営
者
や
幹
部
の
方
々
が「
お
も
て
な
し
」で

利
用
さ
れ
る
名
店
を
推
薦
し
て
い
た
だ
き
ご
紹

介
す
る
新
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
１
回
は
ス
テ
ー
キ

＆
ワ
イ
ン「
存
じ
や
す
」に
伺
い
ま
し
た
。

自社製品「宇都宮カクテル」を
あしらったトラック

㈱横倉本店本社

使命
「とちぎの食・酒文化創造への貢献」

将来像
「地域評価ナンバーワン酒類流通業」

営業スタイル
「お客様への全社・全力営業」

企業ビジョン

Information

株式会社 横倉本店
代表取締役社長 横倉  正一
創業／明治10年　創立／昭和26年
所在地／
〈本社〉 宇都宮市問屋町3172番地6　
〈鹿沼支店〉　鹿沼市流通センター64番地
☎ 028-656-7777（代）
5 028-656-8888
https://yokokura-uc.jp

㈱横倉本店
代表取締役社長 横倉  正一さん

50回第
株式会社
横倉本店

　



キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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　今月は、特集１が当所「平成30年度事業計
画・予算」、特集２で「宇都宮市のＤＣ」を取
り上げました。新緑の季節、春の力強い息吹
を感じるとともに、人事異動や新卒入社など
事業所の皆さまにとっても改めて新鮮な気持
ちになる時期だと思います。このフレッシュな気持ちを
忘れずにいたいですね。
　当所は新年度も、地域経済の活性化に力を注いでまい
りますので、よろしくお願いします。
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水
戸
の
中
心
街
で
お
気
に
入
り

の
グ
ル
メ
店
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
ん
な
人
気
投
票「
水
戸
ュ

ラ
ン
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
１
、

2
1
8
人
か
ら
３
、４
２
５
票
が

集
ま
り
、
大
賞
に
1
3
5
票
を
集

め
た「
伊
勢
屋
」、
準
大
賞
に
は
そ

れ
ぞ
れ
1
0
8
票
を
得
た「
鉢
の

木
」、「
木
村
屋
パ
ン
店
」が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

水
戸
で
伊
勢
屋
と
い
え
ば「
焼

き
だ
ん
ご
」１
本
60
円
が
有
名
。

鉢
の
木
の「
栗
蒸
し
羊
か
ん
」、
木

村
屋
パ
ン
店
の「
常
陸
牛
メ
ン
チ

カ
ツ
ぱ
ん
」も
評
判
で
す
。

　

並
み
居
る
飲
食
店
を
お
さ
え
て
、

　

前
橋
商
工
会
議
所
で
は
創

立
1
2
0
周
年
を
記
念
し

て
、
歴
史
顕
彰
誌「
製い

と糸
の

都ま

ち市 

前
橋
を
築
い
た
人
々
」

を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

本
書
は
、
明
治
期
に
活
躍

し
た
初
代
群
馬
県
令
・
楫
取

素
彦
や
初
代
前
橋
市
長
・
下

村
善
太
郎
を
は
じ
め
と
し
た

経
済
人
94
名
の
足
跡
を
、
歴

史
的
事
実
の
記
録
だ
け
で
な

く
、
前
橋
に
お
け
る
製
糸
業

の
発
展
や
そ
の
時
代
に
生
き

た
歩
み
を
伝
え
る
今
ま
で
に

な
い
貴
重
な
内
容
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

３
つ
と
も
菓
子
や
パ
ン
店
と
い

う
と
こ
ろ
が
、
い
か
に
も
水
戸

ら
し
い
？ 

の
で
し
ょ
う
か
。

　

お
い
し
い
と
評
判
の
菓
子
店

は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
菓
子
の
ま
ち
水
戸

を
訪
れ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

　

専
門
書
と
し
て
も
価
値
の

あ
る
顕
彰
誌
で
あ
り
、
か
つ
前

橋
の
歴
史
を
知
る
一
冊
で
す
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

菓子のまち「水戸」？ グルメ店大賞決定！歴史顕彰誌
「生

い と

糸の都
ま ち

市 前橋を築いた人々」

問合せ／水戸商工会議所　☎029-224-3315
URL／https://mito.inetcci.or.jp/gurumeten/

問合せ／前橋商工会議所情報発信課　☎027-234-5113

い
し
ま
す
。

　

③
、
④
の
高
年
齢
継
続
給
付
、
育
児

休
業
給
付
の
初
回
申
請
時
に
は
申
請
書

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を
お
願
い
し
ま

す
。
平
成
28
年
１
月
以
降
に
初
回
申
請

を
行
っ
た
際
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
届
出
を

行
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
２
回
目
以
降
の

申
請
時
等
の
機
会
を
捉
え
、
個
人
番
号

登
録
・
変
更
届
を
あ
わ
せ
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
届
出
等
に
つ
い
て
は
、
５
月

以
降
、
必
要
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が

な
い
場
合
に
は
、
補
正
の
た
め
届
出
等
を

返
戻
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
宇
都
宮
公
共
職
業
安
定
所

れ
る
ル
ー
ル
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
30
年
５
月
以
降
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
が
必
要
な
届
出
等（
※
）に
つ
い
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
な
い
場
合
は
補

正
の
た
め
返
戻
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
な
届

出
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届

②
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届

③
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請

④
育
児
休
業
給
付
支
給
申
請

⑤
介
護
休
業
給
付
支
給
申
請

　

①
、
②
、
⑤
の
届
出
等
の
際
に
は
、

届
出
等
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を
お
願

　「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」と
は

　

有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ
て

通
算
５
年
を
超
え
た
時
に
、
労
働
者
の

申
し
込
み
に
よ
り
期
間
の
定
め
の
な
い

労
働
契
約（
無
期
労
働
契
約
）に
転
換
さ

宇
都
宮
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

栃
木
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

雇
用
保
険
手
続
き
の
際
に
は
必
ず
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」 

平
成
30
年
４
月
か
ら
本
格
化
!!

〜
緊
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
し
ま
し
た
〜

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問合せ

宇
都
宮
公
共
職
業
安
定
所

雇
用
保
険
適
用
課

☎
0
2
8-

6
3
8-

0
3
6
9

自
動
音
声
案
内
（
#
21
）

問合せ

栃
木
労
働
局 

雇
用
環
境
・
均
等
室

無
期
転
換
ル
ー
ル
特
別
相
談
窓
口

☎
0
2
8-

6
3
3-

2
7
9
5

「
第
５
回
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ

ス
発
表
会
」で
発
表
し
た
各
社
と
商
品
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
今
回
は
㈱
堀
井
様

の「
小
さ
な
会
社
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
」で
す
。

小さな企業のブランド戦略を
お手伝いします

合同プレス発表会で発表する堀井専務

㈱堀井のＣＩ

株式会社 堀井

　

中
小
企
業
が
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

や
商
品
な
ど
の
開
発
に
取
り
組
む

時
に
、
と
も
す
る
と
開
発
そ
の
も

の
よ
り
も
、
成
果
を
い
か
に
広
め

販
売
す
る
か
の
方
が
困
難
な
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
苦

心
の
成
果
が
、
販
売
戦
略
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
戦
略
な
ど
を
間
違
っ
て

し
ま
っ
た
た
め
に
う
ま
く
い
か
な

い

ー
こ
れ
ほ
ど
残
念
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

包
装
資
材
や
梱
包
資
材
な
ど
を

扱
う
㈱
堀
井
で
は
、
新
た
に
中
小

企
業
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
支
援
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち

上
げ
、
顧
客
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
堀
井
雅
行
専
務
は
、
こ

の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て「
中
小
企

業
や
新
規
創
業
者
、
個
人

事
業
者
は
、
社
内
に
専
門

の
企
画
関
連
人
材
も
お
ら

ず
、
ま
た
そ
の
予
算
も
少

な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

し
ょ
う
。
私
ど
も
で
は
商

品
開
発
や
販
売
戦
略
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を

お
客
様
の
た
め
に
お
手
伝

い
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
今
回

の
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
お
客
様
企

業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、

場
合
に
よ
る
と
商
品
開
発

企
画
の
部
分
か
ら
お
手
伝
い
し

ま
す
。
企
業
の
顧
客
の
セ
グ
メ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン

グ
、
自
社
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
な

ど「
誰
に
」「
何
を
」「
ど
う
」売
る

の
か
と
い
う
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
基

本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
こ
と

も
、
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
き
ち
ん
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
し
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し

中
小
企
業
の
お
客
様
の
場
合
、
予

算
や
時
間
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
で
は
お
客
様
と
し
っ
か
り

対
話
し
な
が
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
で

あ
り
な
が
ら
最
適
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
」

　

県
内
だ
け
で
な
く
、
県
外
か
ら

の
問
合
せ
も
増
え
て
い
る
同
社
。

遠
隔
地
と
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通

信
会
議
ソ
フ
ト
な
ど
を
活
用
し
て

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
ブ
ラ

ン
ド
力
が
求
め
ら
れ
る
現
代
。
同

社
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
、多
く
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

株式会社 堀井 1028-656-3173  5028-656-3123　https://www.qr-cd.com宇都宮市問屋町3172-75

㈱堀井 専務取締役　
堀井雅行さん

「COCOAR2」を
インストールして
写真にかざすと

発表風景が見れます。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
届
出
は
、
雇

用
保
険
の
各
種
申
請
・
届
出
を
行

う
際
に
課
さ
れ
た
義
務
で
あ
り
、

必
要
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し

な
い
こ
と
は
法
令
違
反
に
あ
た
り

ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
届
出
が
な
い

場
合
に
は
、
社
会
保
険
ま
た
は
そ

の
他
の
制
度
の
運
用
上
支
障
を
き

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

大賞を受賞した伊勢屋の焼きだんご

　

詳
し
く
は
、

無
期
転
換
サ
イ
ト

検
索
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（
円
満
に
無
期
に
な
ろ
う
） 

※
 

受
付
時
間 （
月
〜
金 

午
前
８
時
30
分
〜

　 

午
後
５
時
15
分
））
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